
長柄上地区のバス停新設

桜山トンネル早期整備

住民の安全と利便の向上めざし

日本共産党
三
浦
半
島
中
央
道
路
の
一
部
開
通
に

伴
い
、
昨
年
10
月
か
ら
逗
子
駅
～
湘
南

国
際
村
間
の
中
央
道
路
経
由
便
バ
ス
は
、

朝
４
本
、
夜
４
本
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

停
留
所
が
な
い
た
め
通
過
す
る
だ
け
。

こ
れ
で
は
国
際
村
通
勤
者
な
ど
の
「
専

用
バ
ス
」
と
言
っ
て
も
言
い
す
ぎ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
４
年
、
桜
山
ト
ン
ネ
ル
の
拡
幅

改
修
を
求
め
る
請
願
が
長
柄
の
二
町
内

会
か
ら
提
出
さ
れ
て
14
年
。
よ
う
や
く

既
存
の
ト
ン
ネ
ル
の
西
側
に
、
新
た
な

ト
ン
ネ
ル
を
設
置
す
る
た
め
の
準
備
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成

13
年
８
月
に
自
転
車
で
ト
ン
ネ
ル
内
を

通
行
し
て
い
た
高
校
生
が
車
に
は
ね
ら

れ
、
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
事
故
も
お
こ

り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
対
す
る
行
政

の
責
任
は
重
大
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
遅
れ
て
進
ま
な
い

状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
「
尊
い
生
命

の
犠
牲
を
無
に

し
て
は
い
け
な

い
。
早
期
実
現

を
県
に
要
求
し

よ
う
」
と

各

会
派
に
よ
び
か

け
、
県
へ
の
意

見
書
の
取
り
ま

と
め
に
努
力
す

る
な
ど
促
進
を

め
ざ
し
て
力
を

尽
く
し
て
き
ま

し
た
。

交
通
問
題

痛
ま
し
い
交
通
事
故
を
繰
り
返
さ
せ
な
い

住民参加で「交通計画」をつくり、交通弱者をなくします

上
下
線
分
離
の
メ
ガ
ネ
式
ト
ン
ネ
ル

車
イ
ス
が
交
差
で
き
る
拡
幅
さ
れ
た
歩
道
設
置
へ

今
年
は
、
葉
山
側
か
ら
逗
子
方
面

へ
向
か
う
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
た

め
の
準
備
が
行
わ
れ
、
来
年
度
か
ら

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
工
事
に
入
り
ま
す
。

新
設
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
開
始
が
21

年
度
、
並
行
し
て
既
存
ト
ン
ネ
ル
の

改
良
を
行
な
い
、
22
年
度
に
完
成
の

予
定
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
の
車
道
・

歩
道
の
幅
は
下
図
の
よ
う
に
広
く
な

り
ま
す
。
予
定
ど
お
り
に
完
成
す
る

よ
う
引
き
続
き
努
力
す
る
決
意
で
す
。

これからもがんばります

日
本
共
産
党
は
、
長
柄
上
地
区
住
民

の
利
便
を
は
か
る
た
め
川
久
保
交
差
点

付
近
と
子
の
神
歩
道
橋
の
中
間
の
２
ヶ

所
に
バ
ス
停
の
新
設
を
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
町
と
県
当
局
は
川
久
保
交
差
点

付
近
の
用
地
確
保
に
動
き
出
し
ま
し
た

が
、
上
下
線
と
も
設
置
さ
れ
る
の
は
二

年
後
。
し
か
も
子
の
神
歩
道
橋
の
手
前

は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
。

引
き
続
き
２
ヶ
所
と
も
、
早
期
に
設

置
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、

通
勤
・
通
学
な
ど
に
役
立
つ
よ
う
、
始

発
か
ら
終
バ
ス
ま
で
の
間
、
上
下
線
と

も
中
央
道
経
由
便
の
増
発
実
現
に
努
力

す
る
決
意
で
す
。

長
柄
上
地
区
住
民
の

交
通
不
便
を
解
消
し
ま
す

日本共産党

川久保交差点付近に設置。さらに子の神歩道橋

の中間にも1ヶ所の設置に取り組みます

新設トンネルの上部を保護するための

準備工事(逗子側)

既設トンネルは車道6ｍ、歩道(両側)90cmと狭

く、歩行者の安全に問題がありましたが、新しい

歩道は拡幅されます。

川
久
保
交
差
点
付
近
な
ど
二
ヶ
所
に
バ
ス
停
留
所
を

バ
ス
停
の
新
設

桜
山
ト
ン
ネ
ル


